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一
・
越
谷
市
の
最
北
部
﹁
平
方
村
﹂
に
つ
い
て

大
野
悦
治

・
越
谷
市
の
最
北
に
あ
る
﹁
平
方
村
﹂
は
︑
利
根
川
が
中
川
低
地
を
乱
流
し
て
い
た
頃
︑

利
根
川
本
流
﹁
現
大
落
古
利
根
川
﹂
や
分
流
︵
会
の
川
︶
の
度
重
な
る
洪
水
に
よ
ỵ
て

形
成
さ
れ
た
比
較
的
平
ら
な
微
高
地
か
ら
﹁
平
方
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒

・
そ
の
形
は
ち
Ỹ
う
ど
地
図
の
う
え
か
ら
は
︑
三
角
形
の
形
に
な
ỵ
て
い
る
︒

明治２２年の町村合併後の越谷市域

小さな文字の町村名は
江戸時代にあった二町四十九ヶ村

出典：加藤 幸一氏作成の図
より 加筆して引用

出典：国土地理院
「空中写真閲覧サービス」
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より 部分引用

大落古利根川

会の川旧河道
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・
江
戸
時
代
ま
で
に
平
方
村
に
は
七
つ
の
小
名
︵
横
手
︑
南
︑
東
︑
沖
ノ
前
︑
砂
間

す
な
ま

・
戸
崎

と
さ
き

︑
山
谷

さ
ん
や

︶
が

で
き
た
︒

 
 

︵
注
︶

小
名

こ

な

は
︑
集
落
名
等
で
︑
現
行
の
大
字
・
町
名
等
に
相
当

・
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
字
地
と
し
て
会
の
川
︑
や
た
れ
︑
南
代

み
な
み
だ
い

︑
沼
田
︑
横
手
前
︑
東
前
︑
会 あ

い

の
久

保
・
戸
崎

と
さ
き

前
︑
川
久
保
︑
山
谷

さ
ん
や

前
︑
立
野

た
て
の

︑
東
田
︒
南
田
︑
谷
原

や
は
ら

︑
大
枝

お
お
え
だ

︑
大
畑

お
お
は
た

の
十
六
あ
ỵ
た
︒
う

ち
飛
地
の
谷
原
︑
大
枝
︑
大
畑
は
そ
の
後
春
日
部
へ
編
入
と
な
ỵ
た
︒

︵
注
︶

字
地

あ
ざ
ち

と
し
て
﹃
武
蔵
国
郡
村
誌
﹄
に
記
載
さ
れ
た
地
名
︑
現
行
の
小
字
等
に
相
当
︒

・
桜
井
村
は
︑
明
治
二
十
二
年
︵
一
八
八
九
︶︑
平
方
︑
大
泊
︑
上
間
久
里
︑
下
間
久
里
︑
大
里
の
五
ケ

村
が
合
併
し
て
で
き
た
︒

・
桜
井
村
の
名
称
は
︑
昔
こ
の
地
域
が
下
河
辺
庄

し
も
こ
う
べ
の
し
Ỹ
う

桜
井
郷
と
呼
ば
れ
た
時
が
あ
ỵ
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
︒

・
徳
川
氏
の
入
国
当
初
︑
何
れ
も
﹁
御
料

ご
り
Ỹ
う

﹂︵
天
領
︶
と
称
さ
れ
︑
幕
府
の
直
轄
領
二
町
二
〇
ケ
村
で
平

方
村
も
そ
の
一
つ
で
あ
ỵ
た
︒

●
戸
口
等
の
推
移

・
戸
口

︵
文
政
︶
一
八
五
戸

︵
天
保
︶
一
八
六
戸

・︵
明
治
八
年
︶
戸
数

二
〇
四
戸

人
口

一
〇
五
二
人

・︵
令
和
五
年
一
月
一
日
現
在
︶

戸
数

三
八
二
五
戸

人
口

八
五
八
三
人

●
近
世
の
畑
が
占
め
る
割
合

・
村
別
で
は
︑
袋
山
一
〇
〇
％
︑
中
島
九
五
％
︑
増
森
八
六
％
に
次
い
で
七
九
％
と
多
い
︒

●
農
作
物
で
は
︑
畑
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
︑︵
明
治
八
年
︶

そ
ば
︵
８
３
０
石
︶︑
菜
種

な
た
ね

︵
三
〇

石
︶︑
は
越
谷
町
村
内
で
ト
ỿ
プ
の
ほ
か
︑
大
豆
︵
四
三
〇
石
︶︑
麦
︵
一
三
三
五
石
︶
は
︑
大
沢
町
に

つ
い
で
二
番
目
に
高
い
生
産
量
で
あ
ỵ
た
︒

●
平
方
地
域
は
︑
粘
土
質
の
畑
で
あ
ỵ
た
た
め
︑
煉
瓦

れ
ん
が

造
り
に
よ
い
と
さ
れ
︑
明
治
期
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
表
土
が
掘
り
出
さ
れ
︑
か
な
り
の
水
田
が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
︒

●
林
西
寺
周
辺
で
は
︑
硝
石

し
Ỹ
う
せ
き

が
採
掘
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
︒
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●
現
存
す
る
寺
・
神
社

➊
林
西
寺
︑

➋
鹿
島
神
社
︑
❸
香
取
神
社
︑
❹
戸
崎
稲
荷
神
社
︑
➎
山
谷
香
取
神
社
︑

❻
女
帝
︵
体
︶
神
社
︑
❼
浅
間
神
社

●
虚
空
蔵

こ
く
う
ぞ
う

菩
薩
の
版
木

は
ん
ぎ

の
発
見
︵
表
・
参
照
︶

平
成
二
十
一
年
︵
二
〇
○
九
︶
一
〇
月
︑
上
沖
自
治
会
の
集
会
所
︵
江
戸
時
代
は
崇
源

す
う
げ
ん

寺
︒
現
在
は

廃
寺
︶
で
ク
ス
ノ
キ
の
古
い
版
木
が
発
見
︵
発
見
者
・
河
原
常
美
氏
︶
さ
れ
︑
依
頼
を
受
け
た
加
藤
幸

一
氏
︵
越
谷
市
郷
土
研
究
会
・
顧
問
︶
に
よ
る
と
︑︵
宝
暦
九
年
︵
一
七
五
九
︶
に
︑
地
区
の
人
た
ち

の
虚
空
蔵
さ
ま
の
集
ま
り
が
︑二
五
〇
年
前
に
あ
ỵ
た
と
い
う
こ
と
を
も
の
が
た
り
︑周
辺
一
帯
に
虚

空
蔵
菩
薩
信
仰
が
あ
ỵ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
︒︵
現
物
は
林
西
寺

に
保
管
︶︒

・
虚
空
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
越
谷
市
内
の
寺
院
は
﹁
東
福
寺
﹂
の
み
で
あ
る
︒

・
蒲
生
愛
宕
町
第
二
会
館
に
﹁
虚
空
蔵
菩
薩
像
﹂
が
安
置
さ
れ
て
い
る
︵
非
公
開
︶

●
文
化
財
︵
越
谷
市
指
定
︶

・
林
西
寺

・
①
代
々
の
朱
印
状

➁
呑 ど

ん

龍 り
ỷ
う

上
人

し
Ỹ
う
に
ん

供
養
塔

・
森
家
の
イ
チ
ἂ
ウ
︵
個
人
蔵
︶

●
越
谷
市
・
緑
の
オ
ア
シ
ス
指
定

︵
古
利
根
川
沿
い
の
戸
崎
の
屋
敷
群
︶︵
令
和
四
年
九
月
︶

●
平
方
自
然
観
察
林
︵
ふ
れ
あ
い
サ
ン
ク
チ
ỽ
ア
リ
︶
の
指
定
︵
平
成
二
四
年
度
︶︒

︵
参
考
資
料
︶

○
︵
一
九
七
五
︶﹃
越
谷
市
史
一
﹄︑︵
一
九
七
七
︶﹃
越
谷
市
史
二
﹄︑︵
一
九
七
二
︶﹃
越
谷
市
史
四
﹄

〇
︵
一
八
三
〇
︶﹃
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
﹄

○
︵
一
八
八
二
︶﹃
武
蔵
国
郡
村
誌
﹄

ほ
か
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出典：加藤 幸一氏作成の図
より 加筆して部分引用

平方村（江戸時代～）
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「虚空蔵(こくうぞう)菩薩の版木（表面）」
掲載の許諾済み

「虚空蔵(こくうぞう)菩薩の版木（裏面）」
掲載の許諾済み


